
【議案第１号】 

 

平成 28 年度ＮＰＯ法人北海道遺産協議会事業報告 

 

（１）普及啓発活動事業 

 

◆「北海道遺産フォトコンテスト 2016」実施（7～9 月） 

  北海道遺産をテーマにしたフォトコンテストを実施した。入賞作品は「北海道ヘリテ

ージウィーク 2016」の会場で展示を行った。応募作品については、北海道遺産のウェ

ブサイトや発行物などにも活用した。 

  ・応募期間：7/15～8/23、展示期間：9/5/～9/11 

  ・応募総数：一般の部 240 点、キッズの部 21点 

 

＜一般の部＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜キッズの部＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グランプリ：「京極の湧水」長友逸郎さん 準グランプリ：「荘厳」部田茜さん 

準グランプリ： 
「ローソクに火が灯る」田中義秋さん 

グランプリ： 
「花火と雨宮 21号」矢野裕太郎さん 

準グランプリ： 
「縁の下の力持ち」丸山明日香さん 

準グランプリ： 
「時を刻む」深作莉子さん 
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 ◆「北海道ヘリテージウィーク 2016」開催（9/6-11） 

札幌駅前通地下歩行空間（札幌駅側イベントスペース）を会場に「北海道ヘリテージウ

ィーク 2016」を開催した。各北海道遺産のパネルやパンフレット類の展示、フォトコン

テスト入賞作品の展示の他、道内の文化遺産保全団体と連携してパネル展示やグッズ販

売を行った。 

・期間中来場者数：約 8,000 人 

・協力：北の縄文道民会議、NPO 法人炭鉱の記憶推進事業団、NPO 法人歴史的地域資産

研究機構、札幌建築鑑賞会、軟石や、ドニワ部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「北海道遺産情報発信アプリの更新」 

昨年度に引き続きアプリのスタンプ帳機能を活用した「北海道遺産フラッグラリー2016」

を実施（9月）し、各地域へ足を運んでもらうきっかけとした。昨年度は地域・を拡大、

所在地域のカフェ等の協力も得て実施した。 
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◆「Web 等での情報発信と管理運営」（通年） 

北海道遺産関連のイベント・トピック等の情報を公式ウェブサイト、twitter（フォロ

ワー4,123 名）、Facebook ページ（登録者 3,035 名←H28：2,736 名）、インスタグラム（「遺

産女子」で登録）で発信した。 

＜北海道遺産 facebook ページリーチ（記事閲覧）数 上位記事＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「会員特典の制作」（6月） 

  一昨年より作成しているポストカードセットを作成、会員に配布した。 

 

◆「ＰＲ用グッズの制作」（8 月） 

  新たな北海道遺産ＰＲグッズとして、アプリでも使用しているフラッグデザインを配

した「北海道遺産手ぬぐい」を制作・配布した。また、北海道ヘリテージウィーク会

場等での販売も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28 年 7月 21 日投稿 
函館西部地区のリノベーションハウス
の取組を紹介（リーチ数 6,170 人） 

H28 年 10 月 30 日投稿 
協議会事業の FlagRally を紹介 
（リーチ数 4,891 人） 

H28 年 11 月 2日投稿 
北海道遺産「ジンギスカン」の担い手に
ついて紹介（リーチ数 3,802 人） 

H28 年 11 月「全道しごとおこし・まちおこし人 
情報交流会 2016」で販売 
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◆「イベントへの参加・展示ＰＲ」（随時） 

◇「北海道遺産展」（常設：札幌市・中央バス大通ターミナル 2 階） 

北海道中央バス株式会社・株式会社シィービーツアーズのご協力をいただきターミ

ナル 2階の 1 室において展示ブースを設営。北海道遺産 52件のパネル展示。 

◇「北海道遺産パネル展」開催（8/15～8/17：札幌市・北海道庁 1 階道民ホール） 

道庁ロビーにて北海道遺産のパネル展示を実施。「北海道遺産スタンプラリー」の内

容を中心に展示。ほっかいどう WAON の H27 年度助成金活動と伊藤園「お茶で北海道

を美しく」キャンペーンの H27 年度助成金活動の紹介を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「その他のＰＲ活動」（随時） 

◇雑誌・定期刊行物などへの掲載 

・『JP01』『じゃらん』『北海道生活』『Scene 北海道』『道内時刻表 2017』『web カイ』

『2016 年版 HOKKAIDO MAP 179 北海道市町村区域図』（NPO 法人日本自治アカデミー） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

『JP01』本紙特集地域の北海道遺産を紹介 

 
 
 
 
 
 
 
 

「北海道遺産パネル展」（8/15～17）北海道庁 1階ホール 

『じゃらん』北海道遺産を
巡る旬のドライブコースの
紹介 

『北海道生活』シリーズで北海道遺産を紹介    『Scene 北海道』フォトコンテスト写真掲載 
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『道内時刻表 2017』雨宮 21号を紹介       『web カイ』スケッチで旅する北海道遺産 

 
◇リーフレット・情報誌などの設置・配布 

羽田空港（AIR DO のご協力）、北海道さっぽろ食と観光の情報館（札幌駅構内）、中

央バス大通ターミナル 2 階の北海道遺産パネル展会場、などでリーフレットや情報

誌を設置・配布いただいた。 

※北海道との連携により 2016 年リオオリンピック会場内『Tokyo2020JAPAN HOUSE』

にて英文パンフレットを配布 

 

◇企業・団体などによる北海道遺産の活用・紹介及び北海道遺産ロゴマークの活用 

・川崎近海汽船（シルバーフェリー）：パンフへのロゴ掲載 

・GyaO：映像コンテンツ配信サイトにて北海道遺産の映像配信 

・シィービーツアーズ（中央バスグループ）：北海道遺産バスでめぐる旅 

・足寄町記者会見用バックパネル 

 
◆「ニュースレターの発行」（年 2回） 

手づくりのニュースレター「北海道遺産だより」を発行（年 2 回）。協議会の活動情報、

地域の行事情報など。正会員・賛助会員・関係者等に送付した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「北海道遺産グッズ」の販売（通年） 

＜北海道遺産だより vol.18＞ 
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（２）地域活動促進支援事業 

 

◆「北海道遺産地域活動支援」（6月～） 

「ほっかいどう遺産 WAON」（イオン北海道、マックスバリュ北海道、ダイエー発行）の

ご寄付により、北海道遺産所在地域における遺産保全・活用事業を募集し、15 件/800

万円の活動に対する助成を実施した（H27 年度 17件/600 万円）。 

  ※助成先の活動については「資料１：平成 28年度「ほっかいどう遺産 WAON」助成活動報告」参照 

 

◆「北海道遺産地域活動支援」（6月～） 

株式会社伊藤園「お～いお茶 お茶で北海道を美しく」キャンペーンによるご寄付に

より、北海道遺産所在地域における自然環境保全・景観保全活動事業を募集し、4 件/110

万円の活動に対する寄付を実施した（H27 年度 4件/120 万円）。 

  ※寄付先の活動については「資料２：平成 28 年度「お～いお茶 お茶で北海道を美しく」キャンペ

ーン助成活動報告」参照 

 

◆「北海道遺産交流会議『北海道遺産サミット』の開催」（1 月） 

  北海道遺産選定地域、正会員、賛助会員他関係者はもとより、北海道遺産選定地域の

首長級の方々に積極的にご参加いただき今後の北海道遺産の方向性を共有する場とし

て、「平成 28年度北海道遺産交流会議『北海道遺産サミット』」を実施した。前半は山

谷北海道副知事にご出席いただき、「ほっかいどう遺産 WAON」寄付金感謝状贈呈式を実

施。今年度助成先 2 団体からのご報告とイオン北海道星野社長からのご挨拶をいただ

いた。後半は、ゲストに TEAM NACS の森崎博之さんを迎え、ゲストトークと座談会を

行った。 

  ・日時：平成 29年 1月 22 日（日） 

  ・場所：豊平館 

  ・参加者：84名 

  [プログラム]   

・開会挨拶     北海道遺産協議会 会長 石森 秀三 
・来賓ご挨拶    北海道 副知事  山谷 吉宏 様 
＜「ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ」寄附金感謝状贈呈セレモニー＞  

イオン北海道株式会社代表取締役社長 星野 三郎 様 
マックスバリュ北海道株式会社代表取締役社長 出戸 信成 様 

＜WAON 助成活動報告＞ 
①「企画展『風景と記憶の森へ ～地形とアイヌ語地名から読み解く白老・登別～』」 
（一般財団法人アイヌ民族博物館 西條 林哉 様） 
②「美唄青年会議所認定・炭鉱（ヤマ）の記憶「こども大使」プロジェクト事業」 
（美唄青年会議所 佐藤 政直 様） 

＜話題提供＞ 
 「私が出会った北海道の宝物」  森崎 博之 様 

＜座談会＞ 
 テーマ：「地域の宝物を未来に伝えるために」  
登壇者：森崎  博之  様 

北海道遺産協議会理事 池ノ上真一氏 （進行役）、植村真美氏 
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◆「北海道遺産将来構想検討会議の開催」（4 月～） 

計 5 回の PT（プロジェクトチーム）会議と 1 回の検討会議を開催、北海道遺産の追加

選定を中心に議論を行った。 

※「資料３:北海道遺産将来構想検討会議の位置づけ」参照 

 

  

＜会場：豊平館（北海道遺産）＞ ＜来賓ご挨拶：山谷北海道副知事＞ 

＜「ほっかいどう遺産 WAON」寄付金・感謝状贈呈セレモニー＞ 

＜助成活動報告：左）美唄青年会議所・佐藤氏、右）白老アイヌ民族博物館・西條氏＞ 
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（３）保全活用推進事業 

 

◆「ほっかいどうムラの宝物さがしプロジェクト」（休止中） 

※今年度は募集・登録とも実施していない。今後については、北海道遺産全体の将来

構想の検討と合わせて検討。 

※現在の登録数 

・257 件（平成 27年 5月現在） 

 

 

（４）その他の事業 

 

◆理事会の開催 

◇日時 平成 28 年 6 月 1日（水） 15：00～17：00 

◇会場 北海道遺産協議会事務局 

◇内容 平成 27 年度事業報告、収支決算及び監査報告、平成 28年度事業計画（案） 

及び収支予算（案）、役員改選、担い手追加、感謝状贈呈に関する規定 

 

◆総会の開催 

◇日時 平成 28 年 6 月 28 日（火） 16：00～18：00 

◇会場 ホテルライフォート札幌 17 階スカイホール「サラ」 

◇内容 平成 27 年度事業報告、収支決算及び監査報告、役員改選、平成 28 年度事業

計画（案）及び収支予算（案） 

 

◆会員の募集 

北海道遺産会員に対し引き続き継続をお願いした。 

  ◇平成 28年度会員 

   ・個人正会員   11 人 11 口 

・団体正会員   60 法人 75口 

・個人賛助会員  28 人 32 口 

   ・団体賛助会費  8 法人 44 口 
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